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高齢化社会に向けニーズの高まりはある
中、支所ごとにダイヤが組まれおり「乗り

換えがあり不便」「空っぽで走っているバスは無
駄」などの声が多い。エリアやデマンドタクシー
の拡大などの見直しは。

JA ひだの Aコープなどが閉店する状況を
受け、住民が隣町に買い物に行けるよう、

運行エリアの見直しを進めていく。検討段階だが、
生活圏を考慮すると久々野・朝日・高根地域を一
つにすることや、清見・荘川地域を一つにするこ
となどが考えられる。また、効率的な運行として
デマンドタクシーのエリア拡大などの見直しも進
める。

10 月 21 日に小松市において、12市の関
係者が集まって「全国国府サミット」が開

催された。北陸地方の国府所在自治体では、「こ
しのくに国府サミット」が開催され、調査研究の
意見交換を図る機会となっている。高山市もサ
ミットに参加し、古代国府についての研究を進め
て地域の新たな魅力を創出し、交流人口の増加に
つながるような取組をすべきだと考えるが、市の
見解は。

現状でサミットへの参加
は予定していないが、引

き続き情報収集に努めるととも
に、必要に応じて試掘調査を実
施してその様相の把握を行って
いく。

もともと国保は自治体ごとの独立採算で財
政運営が行われてきたが、法改正により平

成 30年度から「県と市の共同運営」に切り替わっ
た。「保険料水準の統一化」つまり、保険料負担
額の算定方法が、県内どの地域でも同一となるが、
市の保険料はどうなるのか。

統一に向けて県への納付金が来年度より段
階的に増加していくことが見込まれるの

で、保険料についても上昇していくと想定してい
る。負担増に対する激変緩和措置を県が検討して
いると聞いている。県との連携会議では市の状況
を伝えていくが、市独自の減免策の予定はない。

飛驒の国の国府所在地は？
サミット参加を！

国民健康保険料の水準の
統一化への対応は
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１２月定例会では１６人の議員が市政に対する一般質問を行いました。
一般質問は、質問のみで1人４０分。質問回数は制限なしとしています。
※�反問に要した質問及び答弁の時間は持ち時間に含めない。

「のらマイカー」など地域の
移動手段の確保について
未来
車 戸 明 良

おたふく風邪に限らず、任意予防接種につ
いては助成の対象とされていない。

接種は個人の判断となるが、子育て世帯に対し、
おたふく風邪の重症化リスク、予防接種のメリッ
ト・デメリットを適切に情報提供するとともに、
予防接種へのハードルを少しでも下げるために助
成すべきと考えるが、市の見解は。

これまで公費負担での予防接種は蔓延防
止、死亡や重篤化予防の観点から、原則と

して定期接種化されたものを対象としている。
今後は国の動向、他の自治体の状況を把握したう
えで、接種費用の全額を自己負担としている任意
の予防接種については、所得制限を設けて支援す
るなど、助成方法について検討していきたい。

おたふく風邪・任意予防
接種への助成について
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